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流
転
の

鐘
歴

●

−
「

エ
m

コ

＞

Z
刀

〉
∩一
「一
∩

G。

卿
「

汎

太

平

洋
の

鐘

1
戦

前
の

サ

イ
パ

ン

島
で

の

鐘
の

音
を
い

ま
小

石

川

の

緑

蔭
に

聞
く
…、
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一Eleotronio 　Library 　Servioe

。
玉

砕
幽

を

免
れ

て
、

　

　

　
ア

メ

リ

カ

か

ら
帰
山

し

た

梵
鐘

　

戦
前
の

サ

イ
パ

ン

島
で

生
活

し
た

人
は

、

ガ

ラ
パ

ン

町、
郊
外
ポ

ン

タ

ム

チ

ョ

の
、

南
洋

寺
境
内
か

ら

響
き
渡

る

鐘
の

音
を

耳
に

し
た

で

あ
ろ

う
。

　
こ

の

梵
鐘
は

江
戸
文

化．
の

開
花
期、

元
禄

三

年
の

創
鋳

後
約
三

〇
〇

年、

こ

の

間

太
平

洋
を
航

す
る

こ

と
三

た

び、

数
奇
な
運

命
の

も
と
に
、

い

ま

万
身
に

弾

痕
と

傷

痍
を
と

ど

め

な

が

ら、

東

京

小
石
川

の

源

覚
寺
（
三

好

祐
昭
住

職
）

に

帰
山

し、
「
汎
太
平

洋
の

鐘
」

と

名
づ

け
ら
れ、

再
建
さ

れ

た

鐘
楼
に

つ

る

さ
れ

て、

平

和
の

願
い

を

こ

め

た

荘
重
な

音

色

を
響
か

せ
て

い

る．

　
こ

の

梵
鐘
は、

戦

蔀
旧

南
洋

群
島
に

所
在

し

た

文

化
財
の

う
ち、

日

米
相
互

の
盖

呈
忌

と

努
力
の

も

と
、

日

本
へ

の

返
還
が

実
現
し

た

極
め

て

稀
な

事
例
で

も
あ
る

の

で、

こ

こ

に

財

団

法
入

南
洋
群
島
協
会

理

事

武

そ

の

流
転
の

鐘
歴
を

紹
介
し

た

い
。

　
所
在
・
東

京
都
文

京
区

小
石
川．
了．．
二

三

　

　

　

−
冖

四

　

　

浄
土

宗
・
源

覚
寺

　

　

　

　

　

（

通

称
こ

ん

に

ゃ

く
え

ん

ま
）

響

け
・

鎮
魂

百
八

の

鳴
鐘

　

昭
和
一

九
年

七
月
七
日、

サ

イ

パ

ン

島
に

お

い

て、

わ
が

陸
海

軍
幾
万
の

将
兵

は、

死

闘
の

す

え

玉

砕
し
て

果
て

た。

そ

し

て

「
在

留
邦

人

は

終
始

軍
に

協
力
し、

お

よ

そ

戦
い

得

る

者
は

敢
然

と

し
て

戦
闘
に

参
加、

お

お

む

ね

将

兵

と

運

命

を

共
に

せ

る

も
の

の

如

し
」

と

大
本
営
が

発

表
し

た

民
問
犠

牲
者
は

｝
万
人
に
達
ー

昇宀
と
い

わ
れ
る
（
注一
） 。
今
年
七
月

七

日

は、

こ

の

サ

イ
パ

ン

島
の

悲
劇

か

ら

数

え

て、

ち
ょ

う

ど

四

〇
年
の

そ

の

日

で

あ
る。

　

こ

の

日、

再
び
サ
イ
パ

ン

島
に

渡
っ

た一
丑

○

貫
（
約
五
⊥

ハ

○
キ
ロ

V

の

汎

太

平
洋
の

鐘
は、

旧

日

本

軍
司

令
部

跡
に

程

近
い

「．
中
部
太

平

洋

戦
没

者
の

碑」
（
注
二
）

の

前
に
つ

る
さ
れ、

寸季

次

移良

汎 太平 洋 の 鐘 の 前 に 立 つ 濠 覚寺三 好 住職 。

左 端 は南洋群島平和慰 霊 像、，
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午

前
九

時
源

覚
寺
三

好

祐
昭
住

職
な

ら
び

に

慰

霊
祭

参
会

者
の

手
に

よ

り、

鎮
魂

百
八
の

鐘
か

撞
ち

鳴
ら

さ

れ、

さ
ら
に

は、

同
日

午

後
五

時
ガ

ラ
パ

ン

郊
外
旧

南

洋
寺
境

内
に

お

い

て、

同
じ

く
平

和
の

鐘
声
を

響
き

渡
ら

せ

た

後、

源
覚

寺
に

持
ち

帰
ら
れ

る。

苦
節
三

〇
〇

年
の

鐘
歴

を

た

ど

る

元

禄
三

年
（
一

六

九
〇）

　

五
月
一

五

日、

鋳

造

を

お

え
、

信

徒
に

よ
っ

て

武
州

豊

島
郡
江

戸

小
石
川

常

光
山

源

覚
寺
に

奉

納
さ
れ

た
。

天
保
「
五

年
（
一

八

四

四）

　

四

月
五
日、
「

富
坂

大・
火
」

に

よ

り
源

覚

寺
は
一

山
炎

上、

そ
の

後
幕

末．

明

治、

大

正

を
通
卜）
て

鐘

楼
億

再
建
さ

れ

な

か
っ

た

の

で、

約
一

〇

〇
年

間
一

度
も
こ

の

鐘

の

響
鳴

を

聞
く
こ

と

は

な

か
っ

た
。

昭
和
冖
二

年
（
「

九
三

七）

　
一
二

月、

サ

イ
パ

ン

島
南
庫

寺
に

貸
し

出

さ

れ

た

こ

の

梵
鐘

は、

南

洋
興
発

掬

社

長
松

江

春
次
の

寄

進
に

よ

り

落
成
し

た

鐘

楼
に

つ

る

さ
れ、

百

年
ぷ

り
の

撞
鐘
が

復
活

し

た、、

　
（

南

洋

寺
は

昭
和

七
竓

の

創

建、

住

職
は、

時
の

源

覚
寺

住
職

と

同
宗

同
門
の

青

柳
貫
孝

。

青

柳
住

職
は

南

洋
寺
の

境
内
に

サ

イ

バ

ソ

高

女
の

前

身、

南

洋
家
政

女

学
校
を

創

立
し

た

教

育
者
で

も
あ
（、
た
）

昭
和
一

九

年
（
「

九
四

四）

　
七
月、

サ

イ
パ

ン

島
玉

砕、

南
洋
寺

も
破

壊
さ
れ
た．．

そ

し
て、

戦
嶺
引

湯
け
た

南
洋

寺
青
柳

住
職
は、

元

サ

イ
パ

ン

島
居
住

者
数

百
名
の

署
名
を

集
め

O
＝

O
に

梵
鐘
返

還
の

請
願
を

行
っ

た

が、

鐘
の

行
方
は

杳
と

し

て

わ
か
ら

な

か
っ

た。

昭
和
四

〇
年

（
「
九

六
五）

　
八

月、

偶

然
テ

ヰ

サ

ス

州
オ

デ

ッ

サ由
巾

で

発
見
さ

れ
た。

時
の

所

有
者
は

ウ

エ

ス

ト

・

テ

キ

サ

ス

・

メ

タ
ル

・
カ

ン

パ

ニ

！
。

発
見

者
は

そ

の

隣
に

住

む

在
米

邦
人

の

ミ

ッ

エ

・

ヘ

ス

タ

ー

夫

人。

見
つ

け
た

の

は、

こ

の

金

属
会

社
の

納
屋
の

中
。

「．
溶
か

し
て

し
ま
う

」

と

聞
い

て
ビ

ン

ク

リ
。

早
速

鐘
銘
を
た

よ

り

に

冂

本
の

文
部
大

臣
に

照
会
し

た
。

　
こ

の

文

書
の

写
は、

源
覚

寺
に

も

届
け

ら

れ
た

が、

時
の

住

職
の

意
向

も
あ
り、

文
化

財
保

護

委
員
会

事
務

局
長
か
ら

「

源

覚
寺
に

は
鐘

楼
が
な

い

の

で、

適
当
な

場
所
に

保
存

願
え

れ

ば

あ

り
か

た

い
」

と
の

回
答
か

な

さ

れ
た

ま

ま
、

再
び

消
息

は
絶
え

て

し
ま
っ

た。

昭
和
四

八

年

（
一

九
七

三）

　
一
一

月、

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

州
オ

ー

ク

ラ

ン

ド

市
に

所

在
す

る

こ

と
が
確

認
さ

れ

た．、

現
三

好
住

職
は

同
年
一

二

月
に

就
任

す
る

か、

そ
の

ニ

ヵ

月
前

本
堂

内
を
検

分
中、

偶
然
ヘ

ス

タ

ー

夫

入
か

ら

の

照
A
五

文

写
を
発

見、

機

を

逸
せ

ず
オ

デ
ッ

サ

市
長、

商
工

会

議
所

等

に

打
電
照
会

し
た

結

果

最

終
所

有
者
は

ド

ナ
ル

ド
・
ク

レ

ア

ー

氏
で

あ
る

こ

と、

鐘
は

オ

ー

ク

ラ
ン

ド

市
の

ド

ナ
ル

u、
」

ク

レ

ア

ー

南
洋

寺
鐘
楼

落
慶
法
要

記
念
写

真

（

昭
和

＝
一
年

＝
「
月、

サ

イ

パ

ン
）

。

こ

の

鐘

楼
は

南
洋
興
発

 
松
江

社
長

の

寄
進
に

よ
っ

て

落

成
し

た．．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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海
洋
博

物
館
に

戦

傷
の

賛
鐘
と
し

て

展

示
中

で

あ
る

こ

と
が

つ

き

と
め

ら
れ

た
。

　

そ
れ
か

ら

数
カ

月
に

わ

た

り、

彼

我
の

交

渉
が

続

け
ら
れ

た
結

果、

ク

レ

ア

ー

氏
の

善

意
に

よ

り、

鐘
は
米

国
の

仏
教

団
本

部
を

軽

由
し

て、

源

覚
寺
に

返
還

寄
贈
さ

れ
る

こ

と

に

な
っ

た
。

昭
和
四

九

年
（

一

九
七

四
V

　

四

月
三（
》

日、

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

市
に

お

い

て

梵

鐘
返

還
の

儀
が

と

り

行
わ

れ
た。

こ

の

際、

本
来
士
凵

色
蒼」
然
た

る

べ

き
鐘
は、

最

終
薤
有

者
手

ず
か

ら

の

塗

駐
に

よ

り
金

色

さ
ん

然

た
る

姿
に

な

り
か

わ

り、

臨
場
し
た

三

好
住
職
を

驚
か

せ

た

が、

こ

れ

も
ア

メ

リ

カ

入
の

善

意
の

な

せ

る

業

て

あ
っ

た

ろ
う。

今
日

こ

の

鐘
に

わ

ず
か

な

が

ら

金

色
を
と
ど

め

て

い

る
の

は、

当
時
の

な．
こ

り
で

あ
る。

　

七

月一
五
臼．、
鐘

は

諌
覚．
寺
に

帰
山、

＝

9

月
一

六

日

ド

ナ
ル

ド
・
ク

レ

ア

ー

氏
列
麿一
の

も
と
に

帰
山

法

要
が

営
ま
れ
、

汎

太
平
洋
の

鐘
へ 、冖、
＝
団

勹

＞

Z

勺

〉

Ω

ヨ
O

セじ
用・一
广

じ）

と

命

名
さ
れ

た
ぐ

昭

和

五

七

年
（
【

九

八

二
）

　

二

月
二

七

日、

源
覚

寺
の

鐘

楼
が

再
建
さ

れ、

汎

太

平
洋
の

鐘

は

仮

鐘
楼
か

ら

移
し
っ

る

さ
れ

た．

　

天
保

年
閤
の

炎
上

か

ら

＝
二

九

年

目、

南

洋
寺
の

滅
失
か

ら
三

九
年

目
の

鐘

楼

復
興
で

、

落
慶

法
要
は

九
月
一

九
日
。

素
材

の

桧
は

台

湾
か

ら
の

直

輸
入
で

あ
る。

　

付

　
記

　

小
石

川
源

覚
寺
に

は、

鐘

楼
に

隣
り

合
わ

せ

て、

昭
和
五

〇
年

七
月
一

八

日
の

開
眼
に

か

か

る

「

南

洋
群
島

平
和
慰

霊
艨」

が

あ

る
。

こ

の

七

月
「

八

日

は
、

サ

イ
パ

ン

玉

砕
の

大

本
営

発

表
が

行
わ
れ
た

臼

で

あ

る

が、

こ

の

像

は、

昭
和
四

七
年
一

月
二

二

日、

サ

イ

パ

ン

島
マ

ッ

ピ

ー

山
頂
に、

恒
久

の

平

和

と

殉

難

者
の

慰
霊
を

希
求
し

て

建

設
さ
れ

た

平

和

慰

霊

像
と

寸

分
た

が
わ

な

い

み

ろ

く

ぼ

さ
つ

の

青

銅
立
硬
簒
丶

サ

イ
パ

ン

に

向
冖、
て

安
置

さ

れ、

そ

れ

ぞ

れ

毎

年
同

寺
三

好
住
職

を

導

師
と

し

て、

盛

大
な

法
要
が

営
ま

れ
て

い

る。

　

な

お、

こ

の

仏
像
は

当
初
三

体
が

製

作
さ

れ、

サ

イ

バ

ン

と

源

覚
寺
の

ほ

か

の
一

体
は、

本

隼
二

月
キ

リ
バ

ス

共

和
国
名

誉
領
事

栗

林

徳
五

郎
氏
の

私

邸
に

お

い

て

開

眼
の

儀

を
お

7
凡、
＝　
月・
甲

旬
ギ
ル

バ

ー

ト

諸

島
タ

ラ

ワ

環

誰…
ベ

シ

オ

島
に

祖

ら
れ

た．、

　

源

覚
寺
に

は、

こ

の

ほ

か、

こ

ん

に

ゃ

く

え
ん

ま

の

通

称
の

由
来
す

る
大
え

ん

ま

坐
像

（
寛

文
一

二

年

作
）

等
の

文
化

財
が

あ

り
、

そ

の

門

前
町

は

商
店
街
と

し
て

賑［、
て

い

る

か、

財

団

法
人
南

洋
群
島

協
会
の

事
務

所
も

同
寺
の

境
内
に

あ
る
、

　

ま
た、

三

好
祐

昭
師
は、

慶
応

義
塾
大

学

経
済

学
部

卒、

か
つ

て

は

東

急
グ
ル

ー

プ

の

東
急

車
輌
製

造
 

に

勤
務
の

経
歴

を
も
つ

異

色
の

住

職
で、

当

学
会
五

島
会

長
と

も

不
思

議
な

え
に

し
に

つ

な

が
っ

て

い
79

。

（

注
一
）

サ

イ
パ

ン

戦
で
の

わ
が

軍
の

戦
没

　
　

　

者

数
に

つ

い

て、

厚

生
省

援
護
局

　
　

　

は、

陸
軍

二

八、
　一
】

○

名、

海

　
　

　

軍
一

五、
一

六

四
名

計
四

三、

二

　
　

　

七

四

名
と
公

表

し
て
い

る
。

総
兵

　
　

　

力
四

五、

三

二
｝

名
に

対
し、

約

　
　

　

九
六

％
。

文

字
ど

お
り

の

全
滅

で

　
　

　

あ
っ

た
。

な
お、

在
留

邦
人
の

犠

　
　

　

牲

者
に

つ

い

て

は、

そ

の

実
数

を

　
　

　

明
ら

か

に

し
て

い

な

い
。

（
注

二
）

中
部

太
平

洋
戦
没

者
の

碑
は、

昭

　
　

　

和
四

九

年
、

円

本

国

政
府
と

信
託

　
　

　

統
治
地

域
政

府
に

よ

り
建
立

さ
れ

　
　

　

た
。

新 刊

「

幕
末
小
笠
原
島
日

記
」

　
　

　

　
　

　

　
田

中
　
弘

之
　
校
訂

　
文
久

元
年

十
一

月
、

徳
川
幕

府
は

駐
日

各

国
公

使
に

小
笠

原
島
の

回
収
を

通

告

し
た

。

同
年
十
二

月、

威
臨
丸
が

外
国

奉
行

水
野
忠

徳
を
長
と

し
た

回
収
団
を

乗
せ

て、

父
母
二

見
島
に

到
着
し
て、

小
笠

原
島
が

日

本
の

領

土

で

あ
る

こ

と
を

住
民
に

知
ら

せ、

領

有
の

実
績
を

固
め

た
。

　
こ

の

回
収
に

当
た
っ

て、

イ

ギ

リ
ス

の

主

張
す
る
領

有
権
を
め

ぐ
る

外
交

上
の

難
問
を

抱
え
て
い

た
。

　
こ

の

威
臨
丸
の

小
笠
原

渡
航
に

同

行
し
た

の

が、

八

丈
島
の

地
役
人

菊
池
作

次
郎
で、

同
行
に

至
っ

た

経
緯
か
ら、

標
題

の

と

お
り

小
笠
原
で

の

行

動
記
録
そ

の

他
を

丹

念
に

残

し

た。

こ

の

「

日

記
」

は、

こ

れ

ま
で

も
一

部
分
が

公
開
さ

れ

た

こ

と

は

あ

る

が、

全
文

に

わ

た

り、

し
か

も
校

訂
を
施
さ

れ
た

の

は

初
め

て。

　
幕
府
の

目
付
と

し
て

参
加
し

た

服

部
帰
｝

の
「．
南

島
航
海
日

記
」

　
（

未
公

刊
）

も
あ
る

が、

そ

れ

と

表
裏

を
な

す
も
の

と

い

え

る
。

　
ス

ケ
ッ

チ

も
入

れ

て

あ

り、

例
え
ば

「

く

の

ふ

舟
」

（

カ

ヌ

…

の

こ

と）

な

ど

も、

寸

法

と

と
も
に

図
と

な
（、
て

い

る。

絵
と

い

え

ば、

や

は

り
同

行
し
た

宮
本
元

道

が

残
し
た

「
小牌
立

原
島
唐
箪
規

図
」

　
の
一

部
も、
　

巻
頭
の

口

絵
に

参
考
引

用
し
て

あ

る。

　〔
A5

判、

二

五

四

べ

ー

ジ、

緑
地

社、

二、

八
〇

〇
円）
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